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誰
で
も
喜
び
の

生
活
に
入
れ
る
教
え

幸
福
と
は
何
か
、

幸
せ
に
な
る
た
め
の

経
寺
境
内
の「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
」

で
は
、
二
十
〜
三
十
人
が
暮
ら
し

て
い
る
。「
法
華
経
は
人
を
育
む
」

と
い
う
信
念
の
下
、
朝
の
勤
行
に

始
ま
り
、
掃
除
や
食
事
な
ど
の
規

則
正
し
い
生
活
が
、
日
蓮
宗
の
教

え
に
沿
っ
て
営
ま
れ
る
。「
宗
教

礼
儀
に
基
づ
き
、
お
題
目
を
唱
え

る
日
々
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
自

分
自
身
の
現
在
と
過
去
を
照
ら
し

合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
伊

東
住
職
。「
人
生
は
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
。
四
苦
八
苦
を
直
視
し

て
こ
そ
、
芯
の
あ
る
人
間
が
育

ち
、
豊
か
な
人
生
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
こ
れ
か
ら
も
修
法
と
霊
断

を
駆
使
し
て
、
衆
生
を
救
済
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
説
か
れ
た
。

（
宮
鹿
沖

片
寄
智
康
通
信
員
）

【
伊
東
政
浩

（
い
と
う
・
せ
い
こ
う
）
上
人
】

一
九
七
一
年
二
月
、
常
照
寺

（
横
浜
市
南
区
）
伊
東
隆
司
住
職

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
十
六

〜
十
八
歳
に
法
華
経
寺
（
那
覇

市
）
で
修
行
。
身
延
山
高
等
学
校

卒
業
、
立
正
大
学
在
学
中
に
僧
籍

を
取
得
。
同
大
学
卒
業
後
、
遠
寿

院
大
荒
行
堂
入
行
、
第
四
行
成
満

修
法
師
。
霊
断
師
第
二
十
九
代
全

国
日
蓮
宗
青
年
会
会
長
、
第
十
九

代
全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長
、

全
日
本
仏
教
会
代
議
員
な
ど
を
歴

任
。
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
世
界
仏
教
優
秀
指

導
者
賞
受
賞
。
他
に
、
全
日
本
社

寺
観
光
連
盟
理
事
、
合
氣
道
昊
武

会
代
表
師
範
、
保
護
司
、
皇
法

指
圧
師
、
横
浜
て
ら
こ
や
代
表
、

昨
年
七
月
、
法
華
経
寺
住
職
に
就

任
し
た
。

【
沖
縄
・
法
華
経
寺
に
つ
い
て
】

琉
球
山
法
華
経
寺
は
、
太
平
洋

戦
争
で
凄
絶
な
地
上
戦
が
展
開
さ

れ
、
約
五
千
人
が
命
を
落
と
し
た

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
フ
の
丘
、
現
在
の

那
覇
市
安
里
に
一
九
八
一
（
昭
和

五
十
六
）
年
、
宗
門
が
総
力
を
挙

げ
て
創
建
し
た
。
法
華
経
寺
は
創

設
当
初
、
宗
門
が
護
持
管
理
を
行

い
日
蓮
宗
宗
務
総
長
が
住
職
を
歴

任
さ
れ
た
が
、
常
駐
の
住
職
と
し

て
発
足
以
来
主
任
と
し
て
開
教
に

奮
闘
し
て
き
た
鹿
糠
尭
順
師
が
初

代
住
職
と
な
っ
た
。

鹿
糠
尭
順
師
は
、
単
身
で
沖
縄

に
渡
り
、
寺
院
が
建
立
す
る
前
か

ら
浦
添
市
を
中
心
に
布
教
活
動
や

青
少
年
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
、

地
域
住
民
の
救
済
に
尽
力
し
た
。

そ
の
中
で
支
援
者
か
ら
安
里
の
土

地
を
寄
進
さ
れ
、
宗
門
が
日
蓮
聖

人
七
百
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
法

華
経
寺
を
建
立
し
た
。
平
和
へ
の

思
い
も
人
一
倍
強
く
、
全
島
を
行

脚
し
戦
没
者
の
慰
霊
を
行
っ
て
き

た
。
青
少
年
の
更
生
や
自
立
に
は

平
和
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
、
沖
縄
慰
霊
の
日

（
六
月
二
十
三
日
）
に
は
慰
霊
行

脚
を
実
施
し
、
そ
の
伝
統
は
六
十

年
以
上
引
き
継
が
れ
、
今
で
は
毎

年
百
名
を
超
え
る
青
年
僧
が
集
結

す
る
。
毎
月
の
慰
霊
活
動
の
他
、

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
フ
の
丘
で
は
毎
年

十
日
間
、
慰
霊
行
脚
を
続
け
る
。

防
空
壕
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ガ
マ

（
自
然
洞
窟
）
に
入
り
、
お
題
目

を
唱
え
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
非
行
に
走
っ
た
少
年
少
女

や
人
生
に
行
き
詰
っ
た
老
若
男
女

を
全
国
か
ら
受
け
入
れ
、
共
同
生

活
を
経
て
社
会
復
帰
を
志
す
活
動

を
続
け
て
い
る
。
統
合
失
調
症
、

パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
う
つ
病
。
法
華

糠
尭
順
上
人
と
の
出
会
い
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
り
、
お
祝
い
に
作
詞

作
曲
で
あ
る
名
曲
「
花
」
―
す
べ

て
の
ひ
と
に
花
を
―
が
熱
唱
さ
れ

会
場
を
沸
か
せ
た
。
最
後
に
は
伊

東
住
職
と
法
華
経
寺
修
行
者
や

Ｏ
Ｂ
が
壇
上
に
あ
が
り
、
様
々
な

問
題
を
抱
え
つ
つ
も
お
寺
の
生
活

と
信
仰
に
よ
っ
て
前
向
き
に
精
進

を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
各
々
が
述

べ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
た
。

沖
縄
県
那
覇
市
に
あ
る
日
蓮
宗

琉
球
山
法
華
経
寺
で
四
月
六
日
、

法
灯
継
承
式
が
執
り
行
わ
れ
、
日

蓮
宗
宗
務
総
長
・
田
中
恵
紳
僧
正
、

身
延
山
久
遠
寺
総
務
・
持
田
日
勇

猊
下
名
代
・
身
延
山
久
遠
寺
庶
務

部
長
・
小
澤
惠
修
僧
正
、
宮
崎
・

鹿
児
島
・
沖
縄
三
県
宗
務
所
の
森

下
恵
裕
僧
正
、
本
山
光
勝
寺
松
島

日
應
猊
下
、
伝
道
局
長
、
総
務
局

長
、
両
会
派
宗
会
議
員
、
関
係
者

な
ど
約
百
人
が
参
列
し
た
。

快
晴
の
中
執
り
行
わ
れ
る
式
中

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

で
は
、
第
十
二
世
第

二
代
・
日
沢
是
良
上

人
よ
り
第
十
三
世

第
三
代
・
伊
東
政
浩

上
人
へ
と
払
子
が

継
承
さ
れ
た
。

伊
東
住
職
は
謝

辞
で
初
代
・
鹿
糠
尭

順
上
人
、
先
代
、
十

代
に
わ
た
る
宗
務

総
長
歴
代
住
職
、
先

達
の
思
い
を
引
き

継
ぎ
こ
れ
か
ら
の

法
華
経
寺
を
隆
盛

さ
せ
て
い
く
こ
と

を
熱
く
語
り
、
関
係

者
に
感
謝
の
意
を

述
べ
円
満
の
中
式

を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
。

創
設
四
十
周
年
・

法
灯
継
承
祝
賀
会

で
は
全
国
よ
り
約
三
百
名
が
出

席
。
宗
務
総
長
、
身
延
山
久
遠
寺

総
務
名
代
、
宗
務
所
長
の
挨
拶
、

当
時
よ
り
創
設
に
大
き
く
携
わ
っ

た
現
日
蓮
宗
顧
問
・
渡
邉
日
易
猊

下
の
挨
拶
や
伊
東
住
職
と
親
交
の

あ
る
沖
縄
県
会
議
員
挨
拶
、
衆
議

院
議
員
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

あ
り
、
佐
野
前
延
宗
会
議
長
に
よ

る
乾
杯
、
さ
ら
に
法
華
経
寺
有
縁

で
あ
り
伊
東
住
職
と
交
友
の
あ
る

世
界
的
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
喜
納
昌
吉
師
も
駆
け
つ
け
、
鹿

【
ア
ク
セ
ス
】

ゆ
い
レ
ー
ル
お
も
ろ
ま
ち
駅

よ
り
徒
歩
五
分

那
覇
空
港
よ
り
車
で
約
三
十
分

日沢前住職より払子を受取る伊東団長 法灯継承祝賀会で挨拶する伊東団長

沖
縄
県
那
覇
市
法
華
経
寺
聖
徒
団
（
伊
東
政
浩
団
長
）

毎年、慰霊行脚が行われている

「
法
華
経
で
人
を
育
む
」

横
浜
か
ら
沖
縄
へ
移
り
布
教
に
邁
進

法灯継承式集合写真



⑵

相
談
例
友
人
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
て
も
よ
い
か

交
渉
（
相
談
者
）
二
十
九
歳

女
性

会
社
員

請
断
事
情

来
寺
し
た
相
談
者
本
人
は
商
事
会
杜
に
勤
め
て
い
る
二
十
九

歳
の
女
性
。

友
人
が
転
勤
の
た
め
十
年
程
北
海
道
に
移
住
す
る
と
の
こ
と
。

友
人
が
引
っ
越
し
た
あ
と
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
な
い
か
と
い

う
話
を
受
け
た
。
果
し
て
こ
の
話
を
受
け
て
よ
い
か
断
る
べ
き

か
迷
っ
て
い
る
。
現
在
本
人
が
住
む
家
は
家
賃
四
万
円
の
ア
パ

ー
ト
で
、
友
人
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
家
賃
八
万
円
で
あ
る
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

月
四
万
円
か
ら
八
万
円
に
家
賃
の
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
環
境
と
地
域
の
環
境
と
の
相
性
が
合
わ
な

い
こ
と
な
ど
、
良
い
話
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
こ
で
話
を
受
け
る

と
将
来
的
に
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
が
多
い
で
す
。
今
回
は
断
っ
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

﹇
結
果
﹈

霊
断
に
従
い
、
断
る
こ
と
と
し
た
。

「
古
く
過
か
ら
の
親
し
い
友
人
で
、
断
る
に
も
断
れ
な
か
っ
た

が
、
霊
断
の
お
か
げ
で
断
る
決
心
が
で
き
た
。」
と
快
く
帰
宅
し

た
。

家
運
業
運
金
融
縁
談
交
渉
取
引
選
挙

訴
訟
失
物
病
気
就
職
受
験
人
物
移
転

旅
行
企
画
な
ど

相
談
内
容

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。

昨
年
末
、
当
山
副
団
長
の
阪
口
映

徳
師
が
、
突
然
、
食
物
が
喉
に
詰
ま

る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
近
く
の
内

科
医
を
受
診
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

は
詳
し
い
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

し
て
頂
き
受
診
し
た
結
果
、
食
道
癌

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
本
人
は
も
と

よ
り
家
族
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
が
、
本
人
は
意
外
と
早
く

冷
静
に
な
り
、
直
ち
に
病
状
如
何
に

つ
い
て
霊
断
し
ま
し
た
が
、
現
状
で

は
癌
が
大
き
す
ぎ
て
手
術
は
難
し
い

と
の
結
果
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
今

年
に
入
っ
て
か
ら
癌
を
小
さ
く
す
る

治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
治
療
は
一
週
間
病
院
に

入
院
し
、
抗
癌
剤
治
療
し
た
後
に
一

度
退
院
し
、
ま
た
一
週
間
後
に
入
院

し
て
治
療
を
受
け
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
計
八
週
間
に
も
及

ぶ
治
療
の
結
果
、
吐
気
や
髪
の

毛
が
抜
け
る
こ
と
も
無
く
、
大

き
か
っ
た
癌
を
小
さ
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

四
月
四
日
に
当
病
院
に
お
い

て
、
延
べ
九
時
間
に
も
及
ぶ
食

道
癌
手
術
を
行
い
、
回
り
の
リ

ン
バ
も
取
っ
て
頂
く
な
ど
、
手

術
は
無
事
成
功
し
ま
し
た
。
そ

の
手
術
の
間
中
、
母
親
は
当
山

常
唱
寺
で
読
経
し
続
け
ま
し

た
。
私
も
嫁
や
孫
四
人
た
ち
と

一
緒
に
、
必
死
に
お
題
目
を
唱

え
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
五
月

二
十
九
日
、
一
日
五
時
間
に
も

及
ぶ
点
滴
の
管
が
外
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
法
務
に
復
帰
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
・
感
謝

で
す
。
昨
年
末
に
た
ま
た
ま
「
お
父

ち
ゃ
ん
は
死
な
な
い
」
と
い
う
本
を

読
ん
で
い
た
小
学
校
二
年
生
の
孫

が
、
自
分
の
お
父
さ
ん
を
通
し
て
実

体
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
当
に

つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

涙
・
涙
・
涙
で
す
。

全
国
日
蓮
宗
霊
断
師
会
連
合
会
聖

徒
の
皆
さ
ん
、
九
識
霊
断
法
と
倶

生
神
月
守
着
帯
の
御
守
護
を
信
じ
、

日
々
お
題
目
を
唱
え
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
人
に
弘
め
ま
し
ょ

う
。
本
年
十
月
二
十
一
日
、
身
延
山

に
て
日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会

聖
徒
団
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
合
掌
。

五
月
二
十
一
日
（
日
）
名
古
屋
市

名
東
区
本
成
寺
（
天
野
行
淳
団
長
）

に
お
い
て
、『
第
十
四
回

お
寺
de

フ
ェ
ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
催
し
は
近
隣
の
方
、
お
寺
と

縁
の
な
か
っ
た
方
々
に
法
華
経
・
お

題
目
と
の
結
縁
の
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
に
と
「
幸
せ
の
発
信
」
を
テ
ー

マ
に
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
日
蓮
宗
名

古
屋
市
宗
務
所
、
地
元
北
一
社
学
区

自
治
会
と
名
東
社
口
商
店
街
協
同
組

合
の
協
賛
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
復
活
開
催

を
待
ち
わ
び
た
四
〇
〇
名
近
く
の
人

が
集
ま
っ
た
。

本
堂
で
は
「
譜
遊
歌
」
の
コ
ー
ラ

ス
、「
ア
ン
サ
ン
ブ
る
ん
る
ん
」
の

金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
愛
知
学
院
大

学
「
シ
ン
キ
ン
グ
・
オ
ー
ル
・
ス
タ

ー
ズ
」
の
ジ
ャ
ズ
、「
酒
仙
太
鼓
」

に
よ
る
和
太
鼓
が
演
奏
さ
れ
た
。
さ

ら
に
「
ウ
ク
レ
レ
隊
」
に
よ
る
「
お

寺
de
フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
曲
」『
あ

り
が
と
う
』
が
奏
で
ら
れ
る
と
、
盛

り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
演
奏
に
参
加
者
は
心
弾
ま

せ
な
が
ら
耳
を
傾
け
た
り
、
体
い
っ

ぱ
い
に
使
っ
た
手
拍
子
を
し
た
り
、

ま
さ
に
出
演
者
、
来
場
者
の
一
体
感

に
よ
り
「
総
和
」
の
姿
が
顕
現
さ
れ

た
。本

堂
で
様
々
な
音
楽
を
奏
で
る
演

出
は
、
団
長
が
出
家
の
動
機
と
な
っ

た
高
校
時
代
の
恩
師
の
言
葉
「
世
界

中
ど
の
国
、
ど
の
民
族
に
も
宗
教
と

音
楽
は
あ
る
。
ど
の
国
ど
の
民
族
に

も
宗
教
と
音
楽
は
必
要
な
証
で
あ

る
」
か
ら
由
来
さ
れ
て
い
る
。

境
内
で
は
子
供
た
ち
の
掛
け
声
と

と
も
に
神
輿
が
練
り
歩
き
、
射
的
や

お
菓
子
す
く
い
ゲ
ー
ム
に
子
供
た
ち

の
長
蛇
の
列
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の

景
品
を
袋
い
っ
ぱ
い
手
に
し
て
歓
声

と
笑
顔
で
満
ち
て
い
た
。

さ
ら
に
商
店
街
協
同
組
合
等
の
出

店
に
よ
る
飲
食
物
の
販
売
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
た
人
々
の
憩
い
の
場
、

語
ら
い
の
場
と
な
っ
た
。
特
に
本
成

寺
の
山
号
「
寿
延
山
」
の
名
前
が
付

け
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
リ
ン
ク

「
寿
延
山
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
を
求
め
て

の
行
列
が
で
き
心
地
よ
い
空
気
が
流

れ
た
。

結
び
に「
幸
せ
へ
の
祈
り
の
法
要
」

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
心
ひ
と
つ
に

手
を
合
わ
せ
、
お
題
目
を
熱
心
に
お

唱
え
し
て
い
た
。

引
き
続
き
団
長
に
よ
る
法
話
が
あ

り
、「
真
の
幸
福
」
と
は
自
分
だ
け

が
楽
し
け
れ
ば
い
い
も
の
で
は
な

い
。
皆
で
築
き
、
皆
で
感
動
し
、
楽

し
み
を
同
じ
に
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
出
演
者
は
楽
し
く
音
楽
を
演
奏

し
、
出
店
者
は
一
生
懸
命
美
味
し
い

飲
食
物
を
ふ
る
ま
い
、
来
場
し
た
皆

さ
ん
は
素
敵
な
笑
顔
で
過
ご
し
た
。

皆
で
築
き
、
皆
で
感
動
し
、
楽
し
み

を
共
有
で
き
た
の
は
、
と
て
も
小
さ

い
が
「
真
の
幸
福
」
が
顕
現
さ
れ
た

一
日
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
出
演

者
・
出
店
者
・
来
場
者
の
皆
さ
ん
す

べ
て
が
仏
さ
ま
に
成
り
代
わ
っ
て
幸

せ
を
築
い
た
と
い
う
尊
い
指
名
・
役

割
を
実
現
し
た
の
で
す
、と
説
い
た
。

『
第
十
四
回

お
寺
de
フ
ェ
ス
タ
』

は
法
華
経
の
「
衆
生
の
遊
楽
す
る
と

こ
ろ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん

の
幸
せ
な
笑
顔
も
も
っ
て
円
成
し

た
。（

愛
知
県

山
川
潮
悦
通
信
員
）

第
十
四
回

お
寺
de
フ
ェ
ス
タ

開
催
!!

愛
知
県
名
古
屋
市

本
成
寺
聖
徒
団
（
天
野
行
淳
団
長
）

家族でお礼参りに身延山へ息子さんも祈りを捧げました

境内が多くの方で賑わった

かわいい子ども神輿本堂内は音楽で盛り上がった

よ
ろ
こ
び
歳
時
記

九
識
霊
断
法
の
神
秘
と

倶
生
神
月
守

守
護
の
実
体
験

岐
阜
県
美
濃
市

常
唱
寺
聖
徒
団（
阪
口
慈
幸
団
長
）



⑶

こ
の
奥
書
に
あ
る
通
り
、
こ
こ
ま

で
お
話
し
を
し
て
参
り
ま
し
た
『
立

正
安
国
論
』
は
文
応
元
（
一
二
六
〇
）

年
七
月
十
六
日
、
い
よ
い
よ
宿
屋
入

道
光
則
を
通
じ
て
時
の
最
高
権
力
者

で
あ
る
北
条
時
頼
に
奏
進
を
さ
れ
ま

し
た
。

宿
屋
光
則
は
元
々
極
楽
寺
良
観
に

帰
依
し
熱
心
に
念
佛
を
信
仰
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
聖
人
の
教
え
に
触
れ

て
か
ら
は
一
念
発
起
し
て
法
華
経
へ

の
改
信
を
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
条
家
の
御
内
人
と
呼
ば
れ
る
高
位

の
御
家
人
で
あ
り
、『
吾
妻
鏡
』
に

よ
れ
ば
時
頼
臨
終
の
際
に
は
お
側
近

く
で
看
病
を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た

七
人
の
内
の
一
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
し
か
も
光
則
は
執
権
に
対
し

て
重
要
な
書
簡
の
取
り
次
ぎ
を
主
な

役
目
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、『
安

国
論
』
奏
進
に
あ
た
っ
て
ま
さ
に
打

っ
て
付
け
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で

す
。ち

な
み
に
大
聖
人
は
北
条
時
頼
に

つ
い
て
、
時
に
「
西
明
寺
入
道
」
と

表
記
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
こ
の
時
す
で
に
時
頼
は
執
権
職
を

義
弟
で
あ
る
北
条
長

時
に
譲
り
、
自
身
は

北
鎌
倉
に
新
た
に
建

立
し
た
西
明
寺
に
て

出
家
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
実
権
は

依
然
と
し
て
時
頼
が

握
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
や
は
り
国
家

を
動
か
す
に
は
必
然

的
に
西
明
寺
入
道
宛

て
に
こ
の
書
を
奏
進

す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。

し
か
も
時
頼
は
比

較
的
佛
教
に
対
し

て
理
解
あ
る
人
間

と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
専
ら

禅
の
教
え
を
重
ん

じ
、
自
ら
も
蘭
渓

道
隆
を
戒
師
と
仰

い
で
出
家
を
し
た

こ
と
も
然
る
事
な

が
ら
、
国
家
の
一
大
事
に
際
し
て

様
々
な
寺
院
や
僧
に
手
厚
い
供
養
を

施
し
国
家
の
安
寧
を
祈
ら
せ
て
い
た

こ
と
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
随
所

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
そ

の
供
養
の
施
し
先
が
、
尚
更
国
を
滅

亡
に
追
い
込
む
元
凶
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
す
が
…
。

い
ず
れ
に
せ
よ
国
難
に
対
し
て
佛

教
に
そ
の
救
い
を
求
め
る
時
頼
の
姿

勢
は
、
最
も
近
く
に
い
て
常
に
そ
の

行
い
を
目
に
し
て
い
た
宿
屋
入
道
か

ら
も
、
度
々
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
す
。
と
か
く〝『
安

国
論
』
奏
進
〞
と
聞
く
と
、「
名
も

無
き
僧
侶
が
い
き
な
り
幕
府
に
対
し

て
諫
言
書
を
送
り
つ
け
、
そ
れ
故
の

怒
り
を
か
っ
て
…
」
と
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
大
聖

人
と
も
あ
ろ
う
お

方
が
そ
こ
ま
で
無

手
法
な
こ
と
を
な

さ
る
だ
ろ
う
か
と

考
え
る
と
、
い
さ

さ
か
疑
問
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

あ
る
い
は
北
条
時

頼
に
対
し
て
「
こ

の
人
物
で
あ
れ
ば

理
解
が
及
ぶ
や

第58回全国聖徒団結集身延大会
令和5年10月21日（土）・22日（日）

身延山でお会いしましょう！
※新型コロナウイルス感染状況により、内容を変更する場合がございます。
　随時、よろこびに掲載しますのでご確認ください。

も
」
と
少
な
か
ら
ず
望
み
を
託
し
て

い
た
と
考
え
て
も
不
思
議
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
勘
文
」
と
は
幕
府
の
諮
問
に
対

す
る
儒
家
や
神
官
ら
の
答
申
で
あ

り
、
今
で
い
う
国
会
答
弁
の
た
め
の

官
僚
の
文
章
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
幕
府
の
役
人
で
は
な
い
大

聖
人
が
、
し
か
も
聞
か
れ
て
も
い
な

い
答
申
を
出
す
権
利
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
尚
、
こ
の
書
に
込
め

ら
れ
た
大
聖
人
の
義
が
聞
き
入
れ
ら

れ
る
可
能
性
を
考
え
て
お
ら
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
故
に

「
貴
殿（
時
頼
）の
疑
問
に
対
し
私（
大

聖
人
）
が
正
法
に
基
づ
き
お
答
え
す

る
〝
勘
文
〞
で
あ
る
」
と
そ
う
奥
書

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
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⑹

瘡
かさもり

守稲
い な り

荷
　今回も上ノ山地域からの紹介です。

　丈六堂から少し下ったところに瘡守稲荷が祀られています。

　瘡守（かさもり）とは、疱瘡（天然痘）から人々を守るという意味です。

疱瘡（天然痘）は伝染病として恐れられ、

稲荷神社は伝染病から地域を守ること

が期待されました。

　ぜひお参りください。

身延山でお会いしましょう

先
月
と
同
じ
一
節
で
す
。「
忘
れ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
別
の
観
点
か
ら

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
書
で
日
蓮
聖
人
は
、
お
経
本
を
忘
れ
て

い
っ
た
富
木
常
忍
さ
ん
に
「
日
本
第
一
の
忘

れ
ん
坊
」
と
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
語
り
か

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
手
紙
に
は
続
き

が
あ
り
、
本
当
の
忘
れ
ん
坊
と
は
、
仏
教
の

原
点
を
見
失
い
迷
い
苦
し
ん
で
い
る
世
の
中

の
人
々
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
ま
す
。
日

蓮
聖
人
ご
在
世
の
時
代
と
い
う
と
、
誰
も
が

仏
に
な
れ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
た
法
華
経
の

価
値
が
忘
れ
去
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
法
華
経
の
精
神
を
実
践
す
る
日
蓮
聖

人
が
誹
謗
中
傷
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
世
の
中
の
人
々
の
忘

れ
っ
ぷ
り
に
つ
い
て
、
中
国
の
古
典
や
お
釈

迦
様
の
弟
子
の
話
、
法
華
経
な
ど
か
ら
物
忘

れ
に
関
連
し
た
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
な
が
ら
書
か
れ
、
後
半
で
は
富
木
さ
ん
と

と
も
に
母
の
供
養
を
行
っ
た
際
の
様
子
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
様
々
な
忘
れ
も
の
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
筆
者
が
好
き

な
も
の
は
漫
画
家
の
赤
塚
不
二
夫
さ
ん
の
こ

ん
な
話
で
す
。『
天
才
バ
カ
ボ
ン
』
を
連
載
中

の
こ
と
、
そ
の
日
は
、
締
切
の
前
日
に
な
っ

て
原
稿
が
完
成
し
、
編
集
者
に
渡
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、「
原
稿
を
タ
ク
シ
ー
に
置

き
忘
れ
て
、
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
、

編
集
者
が
顔
を
真
っ
青
に
し
て
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
タ
ク
シ
ー
と
は
連
絡
が
つ
か
な
い
、

翌
日
に
は
原
稿
を
印
刷
所
に
渡
さ
な
い
と
い

け
な
い
、
し
か
し
、
赤
塚
さ
ん
は
動
揺
す
る

こ
と
な
く
、
ま
た
、
編
集
者
を
ま
っ
た
く
怒

る
こ
と
な
く
、こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
ネ
ー

ム
が
あ
る
か
ら
ま
た
描
け
る
」。
ネ
ー
ム
と
い

う
の
は
マ
ン
ガ
の
脚
本
、
下
書
き
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
そ
の
ネ
ー
ム
が
残
っ
て
お
り
、

ま
た
描
け
る
か
ら
も
う
一
回
描
く
よ
、と
言
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
時
計
を
見
て
さ
ら

に
こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
ま
だ
少
し
時
間

が
あ
る
、
飲
み
に
行
こ
う
」。
編
集
者
と
お
酒

を
飲
ん
で
、
そ
れ
か
ら
ま
た
数
時
間
を
か
け

て
同
じ
話
を
描
き
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、「
二

度
目
だ
か
ら
も
っ
と
う
ま
く
描
け
た
よ
」
と

言
っ
て
そ
の
原
稿
を
編
集
者
に
渡
し
ま
し
た
。

赤
塚
さ
ん
は
、
誰
か
が
失
敗
し
た
時
に
相
手

を
気
遣
う
こ
と
が
で
き
る
、
本
当
の
優
し
さ

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

『
忘
持
経
事
』
か
ら
も
、
日
蓮
聖
人
の
弟

子
を
思
い
や
る
細
や
か
さ
が
見
て
と
ら
れ
ま

す
。
お
そ
ら
く
富
木
さ
ん
も
自
身
の
こ
と
を

反
省
す
る
と
と
も
に
日
蓮
聖
人
の
優
し
さ
も

感
じ
、
少
し
照
れ
た
よ
う
な
表
情
で
手
紙
を

読
み
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者

は
想
像
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
今
度
忘
れ
も

の
を
し
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
日
蓮
聖
人
か

ら
「
今
〇
〇
は
●
●
を
忘
る
。
日
本
第
一
の

好よ

く
忘
る
る
の
仁ひ

と

か
」
と
優
し
く
語
り
か
け

ら
れ
る
様
子
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。
ま

た
、
合
わ
せ
て
、
お
困
り
の
こ
と
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
気
軽
に
霊
断
師
に
相
談
が
で
き
る

こ
と
も
ど
う
か
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。
こ

の
「
み
お
し
え
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
ま
た
、
皆

様
に
と
っ
て
の
大
事
な
こ
と
を
思
い
出
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
今い

ま

常じ
ょ
う

忍に
ん

上
人
は
持じ

経き
ょ
う

を
忘
る
。
日
本
第
一
の
好よ

く
忘
る

る
の
仁ひ

と

か
」

（
令
和
新
修
一
〇
六
七
）（
昭
和
定
本
一
一
五
〇
）

常じ
ょ
う
に
ん

上
人

持じ

経き
ょ
う

。

本

み
お
し
え

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。

岩
手
県
遠
野
市
に
あ
る
法
華
寺
聖
徒
団
に

は
、
福
龍
大
明
神
と
呼
ば
れ
る
御
守
護
神
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
明
治

二
十
一
年
に
御
開

基
妙
隆
院
法
徳
日

精
大
徳
（
故
阿
部
徳

次
郎
）
が
十
九
歳
の

こ
ろ
、
病
弱
祈
願
の

為
、
法
華
経
の
祈
祷

師
の
元
へ
入
信
。
そ

の
際
、
龍
神
様
と
の
縁
を
告
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

以
後
、
修
行
を
重
ね
る
中
で
御
守
護
神
で
あ
る

福
龍
大
明
神
を
感
得
さ
れ
、
お
祀
り
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
病
弱

祈
願
が
成
就
し
た
妙
隆
院
様
は
、
こ
れ
を
契
機

に
法
華
経
に
帰
依
す
る
こ
と
と
な
り
、
妻
で
あ

り
同
じ
く
御
開
基
で
あ
る
慈
光
院
妙
誠
日
華
法

尼
（
故
阿
部
キ
ク
）
と
と
も
に
、
地
元
さ
ら
に

は
近
隣
地
域
へ
布
教
を
拡
げ
ら
れ
た
。
以
来
、

今
日
に
至
る
ま
で
福
龍
大
明
神
様
は
法
華
寺
の

法
運
隆
昌
を
叶
え
ら
れ
、
そ
し
て
檀
信
徒
を
見

守
り
、
御
守
護
下
さ
っ
て
い
る
。

現
在
、
法
華
寺
で
は
、
毎
年
九
月
二
十
三
日

に
行
わ
れ
る
秋
彼
岸
会
に
併
せ
、
福
龍
大
明
神

様
の
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
檀
信
徒
が
熱
心
に

祈
願
の
御
旗
、
報
恩
感
謝
の
塔
婆
を
建
立
し
て

お
参
り
し
て
い
る
。
福
龍
大
明
神
の
御
神
体
を

拝
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
年
に
一
度
こ
の

例
祭
の
と
き
だ
け
で
あ
る
。

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
十
六
回
）

福
龍
大
明
神

岩
手
県
遠
野
市

法
華
寺
聖
徒
団
（
阿
部
是
秀
団
長
）

福龍大明神御神体御堂 福龍大明神尊像

連合会教務部　部員
千葉県全昌寺聖徒団団長
亀 井 教 見 『

忘
持
経
事
』
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
聖
寿
五
十
五
歳

訳
：
母
親
の
供
養
を
終
え
安
心
し
き
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
た
っ
た
今
、
常
忍
上
人
は
自
身

の
お
経
本
を
日
蓮
の
お
堂
に
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
日
本
第
一
の

忘
れ
ん
坊
」
と
で
も
呼
ぼ
う
か
の
う
。
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【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

テ
レ
ビ
や
映
画
を
つ
く
る

　
　
関
係
者

２

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
や
義
経

　
　
千
本
桜
が
代
表
的
演
目

３

…
…
深
長
な
発
言
で
す

４

入
道
雲
の
こ
と
で
す

５

し
て
は
い
け
ま
せ
ん

７

地
球
の
お
隣
の
惑
星
で
す

10

物
価
や
温
度
が
急
上
昇
す

　
　
る
こ
と
を
魚
に
例
え
て

11

天
下
の
回
り
も
の
と
か

14

彼
と
２
人
き
り
だ
と
…
…

　
　
が
悪
い

16

夏
と
い
え
ば
、
こ
の
昆
虫

18

船
員
を
歌
っ
た
…
…
歌
謡

19

写
楽
や
歌
麿
は
…
…
絵
師

21

心
配
事
が
解
決
し
て
…
…

　
　
を
高
く
し
て
寝
る

23

絵
師
・
歌
川
広
重
の
傑
作

「
月
に
…
…
」

■ヨコのカギ
１　夏といえば、この果菜
３　地球上に落下した流星
６　何となく気味が悪いよ
８　……足、……断
９　勤務先に行きます
11　納豆についています
12　川や沼にすむ身近な魚
13　若者をこうも言います
15　ワンワンとかチンとか
17　将棋で角が成ると
19　人が言うことを十分考
　　えずに信じること
20　利用者がデジタル機器
　　に与える指示
22　建物の大……修繕工事
23　ブタやニワトリです
24　……見どり
25　インドシナ半島の内陸
　　にある国

〈
材
料

２
人
分
〉

ナ
ス
２
〜
３
本
、
Ａ
（
ポ
ン
酢

大
さ
じ
２
〜
３
、
ご
ま
油
小
さ
じ

１
／
２
、
す
り
白
ご
ま
大
さ
じ
１

／
２
）
。

〈
作
り
方
〉

①
ナ
ス
は
へ
た
を
切
り
落
と

し
、
ピ
ー
ラ
ー
で
皮
を
む
き
、
水

に
さ
ら
す
。

②
水
気
を
切
り
、
１
個
ず
つ

ラ
ッ
プ
で
包
む
。

③
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）

で
１
〜
２
分
加
熱
す
る
。
菜
箸
な

ど
で
触
っ
て
み
て
、
や
わ
ら
か
く

な
っ
た
ら
取
り
出
す
。
か
た
い
場

合
は
、
様
子
を
み
な
が
ら
さ
ら
に

加
熱
す
る
。

④
電
子
レ
ン
ジ
か
ら
取
り
出

し
、
す
ぐ
食
べ
る
場
合
は
ラ
ッ
プ

の
ま
ま
氷
水
に
つ
け
て
さ
ま
す
。

す
ぐ
食
べ
な
い
時
は
そ
の
ま
ま
粗

熱
が
と
れ
る
ま
で
置
い
て
お
く
。

⑤
ラ
ッ
プ
を
外
し
て
一
口
大
に

切
り
、
Ａ
で
あ
え
る
。

〈
蒸
し
な
す
を
お
い
し
く
食
べ
切

る
ヒ
ン
ト
〉

④
の
状
態
で
冷
蔵
保
存
で
き
ま

す
が
、
３
〜
４
日
の
う
ち
に
食
べ

き
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
め
ん
や
冷
や
し
う
ど
ん
の

具
に
し
て
も
Ｏ
Ｋ
。
炒
め
た
ひ
き

肉
に
、
一
口
大
に
切
っ
た
蒸
し
な

す
を
加
え
、
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

で
味
付
け
し
て
中
華
炒
め
で
も
。

にラでどな合加

カップルで
一緒に食べよ

家庭料理研究家　池上   正子

蒸しなすのごまあえ蒸しなすの

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３

25

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

先
月
号
の
答
え
は

　
　
　「
ツ
ユ
ア
ケ
マ
エ
」

六
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
和
歌
山
県
海
草
郡

阪
口
智
子
様

②
新
潟
県
阿
賀
野
市

金
子
芳
子
様

③
大
阪
府
大
阪
市

吉
田
栄
子
様

※
景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

景
品
が
当
た
り
ま
し
た
。

島
根
県常

忍
寺
聖
徒
団武

井
大
浩

令
和
四
年
度
霊
断
師
養
成
講

習
会
を
経
て
霊
断
師
と
な
り
ま

し
た
武
井
大
浩
で
す
。
私
の
お

寺
は
祖
父
の
代
か
ら
霊
断
師
を

し
て
お
り
、
小
さ
な
頃
か
ら
相

談
に
く
る
檀
信
徒
の
方
々
と
接

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
方
に
教
化
し
て
い
く

こ
と
で
檀
信
徒
が
少
し
ず
つ
増

え
て
い
く
様
子
を
見
て
、
霊
断

師
に
な
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
諸
先
生
方
の

力
の
入
っ
た
講
義
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
霊
断
は
面
白
い
な

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
霊

断
を
用
い
て
お
寺
に
来
て
く
れ

る
檀
信
徒
の
方
々
の
力
に
な
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

夏の知恵！　緑のカーテンで省エネ対策！

　「緑のカーテン」とは、ツル性の植物をネッ
トに這わせて窓の外に立てかけたり、コンク
リート建物の壁を這わせたりしたものです。

★遮光効果
　一般的なカーテンと同じく遮光効果ある為、
日中の直射日光が部屋に入るのを防ぐことがで
きます。

★葉の蒸散による冷却効果
　植物は成長するために、吸収した水分を葉の気孔から蒸発させて
います。
　この蒸散作用で周囲の温度が下がる為、すだれやよしずで光を遮
るだけよりも効果があります。

★最大3.8度の差も！
　緑のカーテンを作って壁面緑化をしたところ、緑化されている室

内は非緑化の室内よりも平均で1.7度室温が低く、最大で3.8度低
かったという実験結果が出ています。

●緑のカーテンの種類
　ツタ性の植物であれば、緑のカーテンとして使えます。中でも、
一年草の朝顔、ヘチマ、キュウリ、ゴーヤ等が
よく使われています。

【参考】 ゴーヤは夏バテ防止食材と言われるくら
い、ビタミンＣなどの疲労回復ビタミン
が豊富なため、季節的にもオススメです。

　緑のカーテンは、プランターが１個置けるスペースがあればよい
ので、集合住宅のベランダでも充分にできます。省エネ効果だけで
なく、植物を育てる楽しみや、自家製の食材を使う料理の楽しみま
で広がります。今年の夏は、あなたの趣味にあった緑のカーテンを
楽しんでみてはいかがでしょう！

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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日蓮宗霊断師会連合会　会長
霊断院院長

〒100-0402
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　TEL 04992(5)0168
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三 松 山 長 栄 寺

け
と
め
て
い
ま
す
。

今
世
界
を
み
ま
す
と
、
国
外
に
は
幸
福

の
幻
想
化
に
よ
っ
て
権
力
が
暴
走
し
、
ま

た
国
際
化
、
情
報
化
を
悪
用
し
た
犯
罪
が

人
の
平
穏
な
暮
し
を
破
壊
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
当
人
た
ち
の
極
端
な
幻
想
に

よ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
大
間
違
い
の
思

い
込
み
で
す
。

全
生
命
を
含
め
た
他
と
の
関
わ
り
、
総

和
を
前
提
と
す
る
地
球
と
い
う
一
つ
の
器

の
中
で
、
他
を
思
わ
ず
、
そ
こ
に
幸
福
が

あ
る
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
一
部
の
人
間
の

精
神
は
、
芥
川
龍
之
介
の
短
編
「
蜘
蛛
の

糸
」
に
登
場
す
る
カ
ン
ダ
タ
を
思
わ
さ
れ

ま
す
。
自
分
だ
け
が
幸
福
を
ひ
と
り
じ
め

で
き
る
と
幻
想
し
た
カ
ン
ダ
タ
の
悲
し
い

不
幸
で
す
。

人
間
の
幸
福
は
人
間
の
数
だ
け
あ
る
の

は
確
か
で
す
が
、
大
き
く
目
が
開
か
れ
た

ほ
ん
と
う
の
幸
福
は
人
間
の
数
に
は
遠
く

到
っ
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
が
抱
え
て

来
た
道
遠
き
課
題
で
す
が
、
こ
の
原
因
は

ほ
ん
と
う
の
幸
福
に
つ
い
て
の
見
透
し
と

な
る
正
し
い
宗
教
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

劫
初
よ
り
以
来
父
母
主
君
等
の
御
勘
気

を
蒙
り
、
遠
国
の
島
に
流
罪
せ
ら
る
る
の

人
、
我
等
が
如
く
悦
び
身
に
余
り
た
る
者

よ
も
あ
ら
じ
。
さ
れ
ば
我
等
が
居
住
し
て

一
乗
を
修
行
せ
ん
の
処
は
何
れ
の
処
に
て

も
候
へ
常
寂
光
の
都
た
る
可
し
。

と
大
聖
人
は
佐
渡
ヶ
島
で
出
会
っ
た
最

蓮
房
と
法
華
経
の
世
界
（
ほ
ん
と
う
の
幸

福
）
を
共
に
味
わ
っ
た
こ
と
を
何
よ
り
の

法
悦
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

一
節
の
「
我
等
が
」
と
い
う
共
感
の
語
句

に
私
は
大
聖
人
の
ご
生
涯
を
思
う
の
で
あ

り
ま
す
。

よろこび法話
今頃気づいた先生の教え

著
名
な
宗
教
学
の
教
授
が
「
人
間
の
幸

福
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
名
稿
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
要
旨
は
、
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
浅

深
広
狭
は
あ
っ
て
も
欲
求
と
充
足
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
従
っ
て
幸
福
は
人
間
の
数

だ
け
あ
り
、
欲
求
は
文
化
を
創
造
し
、
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
ら
は
総
合
的
な
幸
福
に
は
関
与
せ

ず
、
唯
一
宗
教
が
直
接
的
に
関
与
し
て
来

た
の
で
あ
る
と
し
て
、
…
人
間
の
ほ
ん
と

う
の
幸
福
は
、
大
き
な
全
体
的
な
見
透
し

の
上
に
立
っ
て
の
み
可
能
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
、
宗
教
は
遠
い
昔
か
ら
実
践
し
て

来
た
。
し
か
し
大
き
な
見
透
し
の
み
で
は

望
遠
的
で
、
そ
こ
に
到
る
に
は
距
離
が
あ

る
。
人
間
に
と
っ
て
の
幸
福
が
揺
る
ぎ
な

い
も
の
に
な
る
た
め
に
は
、
宗
教
を
生
活

経
験
の
場
に
移
し
た
価
値
転
換
が
必
要
で

あ
り
、
幸
福
の
意
味
に
つ
い
て
の
新
し
い

視
野
が
開
け
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…

と
宗
教
の
価
値
観
に
一
石
を
投
じ
て

い
ま
す
。

長
い
引
用
に
な
り
ま
し
た
が
、
要

す
る
に
宗
教
を
近
く
に
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
え
に
も
と
づ
く
大
き
な

見
透
し
を
確
信
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
す
。
日
蓮

大
聖
人
こ
の
こ
と
を
、「
近
き
現
証
を

引
い
て
、
遠
き
信
を
取
る
べ
し
」
と

簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
私
が
三
十
代
の
頃
、
日
蓮
教

学
に
精
通
さ
れ
第
一
線
で
ご
活
躍
の

先
生
が
あ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
ご

講
義
は
躍
動
感
に
満
ち
、
大
聖
人
の

教
え
が
魂
に
伝
わ
っ
て
来
る
が
如
き

も
の
で
し
た
。
先
生
が
他
方
へ
ご
講

廣
田
学
良

義
の
折
の
こ
と
で
し
た
。
先
生

と
の
談
笑
の
時
間
が
あ
り
、
大

聖
人
の
教
え
へ
と
話
が
及
ん

だ
時
、
先
生
は
飲
み
物
が
注
が

れ
た
グ
ラ
ス
を
持
た
れ
、「
廣

田
さ
ん
、
大
聖
人
さ
ま
の
お
題

目
の
信
仰
は
こ
れ
を
美
味
し

く
い
た
だ
く
こ
と
な
ん
で
す
」

と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
の
で

あ
り
ま
す
。
突
然
の
こ
と
で
、

「
は
い
」
と
は
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
大
聖
人
の
教

え
に
未
熟
な
私
に
は
、
あ
ま
り

に
も
簡
潔
す
ぎ
て
消
化
で
き
な
い
謎
解
き

の
よ
う
な
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。
長
年
先

生
が
尽
し
て
探
求
さ
れ
た
教
学
の
エ
ッ
セ

ン
ス
は
、
お
題
目
の
信
仰
は
人
生
を
味
わ

い
深
い
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
具
体

的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
っ
た
と

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

宗
教
は
不
確
か
な
幻
想
を
追
う
も
の
で

は
な
く
、
現
実
の
上
に
悦
び
と
し
て
の
証

明
が
あ
っ
て
こ
そ
正
し
い
宗
教
と
言
え
る

の
だ
と
先
生
の
ご
指
南
を
あ
り
が
た
く
受

宮
崎
県

大
橋
厚
子
さ
ん
の
絵
手
紙
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
宛
先
ま
で
！

〒
１
０
１-

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３-

25-

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会
九
段
事
務
所

私
た
ち
が
大
切
に
す
る
大
聖
人
の
お
示

し
の
大
曼
荼
羅
ご
本
尊
は
、
ひ
と
り
の
幸

福
で
は
な
く
、
全
人
類
の
幸
福
へ
の
道
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
思

い
、
皆
共
に
と
の
思
い
を
持
っ
て
す
る
信

唱
の
お
題
目
は
個
人
の
幸
福
の
垣
根
を
越

え
て
、
お
互
い
の
生
活
を
よ
り
一
層
美
味

し
く
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先

生
は
そ
の
境
地
を
譬
え
て
下
さ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
九
識
霊
断
に
よ
っ
て
運
命

を
見
透
し
、
ほ
ん
と
う
の
幸
福
へ
と
揺
ぎ

な
く
歩
い
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

本
誌
イ
ラ
ス
ト

小
川
け
ん
い
ち


